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最近における本誌 “東北農業研究 "の 発表状況

――公立試験研究機関における発表の実態から一――
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(東北農業試験場 企画連絡室資料課)
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1 は じ め に

本誌 “東北農業研究"は ,昭和34年 3月 に第 1号が発刊

されて以来,本年で25号を刊行することが出来た。この間

21年を経過したことr_な り,今更ながら関係者の御尽力に

頭の下がる思いである。

そもそも“東北農業研究"は ,東北地方所在の農業関係

試験研究機関をもつて組織している東北農業試験研究協議

会が,毎年開催する研究発表会の講演論文集として作成し

ている逐次刊行物である。内容は,その年によつて幾分の

違いはあるが,シ ンポジウム記事の特,1号 と,一般成果発

表を中心とした講演論文集とに大別される。一般成果発表

は協議会組織機関の各研究者から,日頃の研究成果を時宣

を得て発表されたもので,論文数は,23号迄,a年間で,
2.100課題に達している。

特に近年,研究情報の重要性が強く叫ばれているときに

毎年,逐次刊行物として定着して発刊されていることは,

情報の供給源としても非常に重要な役割を果しつつある。

本誌の情報の流通経路を簡単に述べれば,国内において

は,発刊されると3カ 月以内に,農学の主要な二次資料で

ある「 日本農学文献記事索引」
つの月刊目録号に収録され ,

国内に流通する。 その後, 6カ 月ごとに作成されている
「 日本農学文献記事索引・索引号Jに , 1タ イトルについ

て3～ 4語の自然語による索引語が付され,文献検索が出

来るように整理して提供されている。昨今,思わぬ機関か

ら,当協議会の事務局へ複写依頼が寄せられたりするのも

このためである。

一方, 国際的にはAgrisの (Intcrnational hforma

tion System fOr the Agricultural Science and Tech‐

nology)と いって, FAOが 世界の農林水産関係の調査

・研究文献を収集・処理,提供しているシステムがある。

本誌の論文も発刊されてより, 6カ 月後には,こ のAgris

システムにのつて国際的に情報の提供が行われている。

このような情報流通の背景と,20年を経過したという“ふ

し"に もあたり,ま た今後本誌に対して,よ り積極的r_発

表していただくために,最近 5カ年間の発表状況を,特に

公立試験研究機関の一般成果発表について, 2, 3調査し

たので,こ こに報告する。

2 最近 5カ 年間の年次別部会別
発表数の状況

東北農業研究発表会の一般成果発表は,水田作,畑作,畜

産.園芸,蚕糸,経営の6部会に分かれて行なわオしている。

表 1 最近 5カ 年間年次別部会別発表数の推移

表 1は,年次別部会別発表数の推移とその平均などを示

したものである。部会,1発表数の推移をみると,水田,畑

作の両部会は,年次により発表数の変動が大きくみられる

が,その他各部会の年次変動は余りみられない。発表数全

体に占める各部会の発表数の嘗J合は,園芸部会が25%で最

も多く,次いて水田部会,畑作・畜産各部会,経営部会,

蚕糸部会の順となつている。また, 5年間の発表数の平均

は,1106課題で,創刊より21号迄の 1号当たりの平均

100課題を10%上まわっていることがわかり,最近の発表

会に対する会員の熱意をうかがうことが出来る。

表2 県別,部会別発表数の割合
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次に,部会別の発表数を県別に比較するため,県別に各

部会の総発表数に占める割合を求めると,表 2に示すとお

りとなる。これによると,その割合は県によってかなり異

なるが,各県で発表数の割合が最も高い部会は,岩手県は

畑作,宮城県では水田作,青森,秋田,山形,福島の 4県

は,いずれも園芸部会となつており,総じて園芸部会が秋

田県の39%を最高に各県とも高い割合を占めている。

3 県別・ 機関別発表数

表 3は ,今回の調査の基本となつた表で,県別・機関81

および部会帰1の発表数を示したものである。発表数は,研

究発表会の日程などの関係から,各県共通に発表課題数の

制限を設けてきている(昭 50 15,昭 51 18,昭52 18,

昭53 15,昭 54 15課題 )関係から,制限数を前提として

の実態を示したものにすぎない。これによると県別の発表

数は,岩手県の112課題が最も多く,総発表数の20%を 占
め,次いで,山形,宮城の両県が多く,秋田,青森,福島
の 3県は,ほ F_70課題であった。総発表数に対して最も発

表数の少なかつた県の割合は13%で ,最も高い県との差が

7%,42課題であった。

表3 最近 5カ 年間における発表数の推移
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なお,発表数は各年ごとに安定した発表数を得るためと,

会場などの関係から制限を設けてきたが,それが各機関の

要望に充分答えているのかどうか,事務局として気がかり

な点でもある。今後検討するための建設的なご意見をいた

だければ幸いである。

4 研究員 1人当りの発表数

機関月1発表数の実績は,表 3によつて明らかl‐ なつたが

表 4 研究 員数 と発表数の閲係
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各機関によつて研究員数が異なるので,こ こでは研究員数

を加味し,県″1お よび機関別に研究員1人 当たりの発表数

(発表率 )を算出して表 4に示した。なお,発表率の算出

法は同表の注に示したとおりであつて,発表率 1は各機関

の総発表数を研究員数の平均で除した値であり,これは研

究員1人当たり発表論文数を示すものである。

また,発表率 Iは違名発表の実態を考慮し,連名発表者

を加えた延べ発表者数を基礎として求めたものである。こ

次に,実際の連名者数をカウントして求めた発表率 Iに

ついてみると,県別の平均では最も高い県の304か ら最も

低い県の121ま でかなりの幅がある。 6県全体から求めた

発表率 Iは 196と なり, 5年間に研究員 1人当たり約 2課

題の発表 (単名 違名を含めて )を行つていることがわか

る。また,機関別の平均連名者数は 1～ 5人 となつており,

機関によつてかなりの差がみられるが,全機関をとおして

1論文当たりの平均連名者数は 272と なつている。
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注.1)研究員数平均は農林水産技術会議事務局編農林水産試験研究要覧 1974～ 1973(1975～ 1979発行)に より算出

2)発表率 I(1タ イトルにつき発表者を1人 とみなした場合の発表率)=6年間の総発表数/5年 間研究員数の平均

3)発表率Ⅲ(研究員1人当たり発表率 )=連名者をカウントした5年間延ぺ発表数/5年間研究員数の平均

れによると,発表率 Iは ,岩手県晨業試験場が 133と 最も

高く,次いで宮城県目芸試験場,同県蚕業試験場の順とな

り,発表率 1において 10以上をこえた機関は全31機関中

7機閲であつた。これを県別にみると,最 も高い県で 101,

最も低い県では050と なり,県によつて発表率に大差がみ

られる。また,31機関全体から求めた発表率 Iは 072と な

り,つ まり1タ イ トルにつき発表者を 1人 とみなした場合

の発表率からみると, 5年間に研究員 1人当たり072課題

を発表 したということになる。
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5  お わ り に          域
の農業関係試験研究機関における研究成果発表の “共通  |
の場"と して,よ り多く活用していただきたぃからである。

以上のことから,東北地域公立試験研究機関の研究者は   本稿を参考にされ,今後,よ り積極的に発表されること
当協議会の主催する研究発表会において,最近 5カ年間に  を顧うものである。
272人の連名で 1人当たり196課題を発表していることが   謝辞 本誌に投稿の機会と御助言を賜わつた浅川企画連
わかった。                       絡室長に心より御礼申し上げる。

研究者にとって,当研究発表会ばかりが発表の機会では
参  考  文  献

なく,各機関の研究報告をはじめ,学会誌,学会の支部会

報,研究会年報等発表の機会は数多い。したがって,今回   1)中 村千里.文献調査法 :農学_情報管理 18C),
の資料だけで研究者の研究発表数を云々するのは当を得て    330～ 33,(1975>
いないし,勿論,今回の調査も発表数を比較検討するため   2)中 村千里.農学および農業技術に関する国際情報
にのみ行つたのではない。本協議会が主催する研究発表会    システム :Agrisについて 情報管理 17(1),22
が,また,その講演論文集である東北農業研究が,東北地    -33(1974ゝ


